
握力 上体起こし 長座体前屈 反復横とび 持久走
２０ｍ

シャトルラン ５０ｍ走 立ち幅とび
ハンドボール

投げ 体力合計点

男子 26.94 29.86 40.06 56.14 86.23 8.31 183.83 20.74 41.71

大阪市 29.29 27.51 40.96 51.76 411.55 83.43 8.09 191.49 20.42 41.25

全国 28.91 27.46 43.06 51.93 391.72 86.24 8.03 194.69 20.59 42.13

女子 22.63 22.74 43.37 45.53 54.61 9.06 161.89 12.68 46.67

大阪市 24.15 23.41 44.39 46.77 303.34 57.97 8.92 167.47 12.97 49.20

全国 23.75 23.48 45.46 46.60 288.51 58.80 8.83 168.28 12.85 49.56
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　男子は上体起こし、反復横跳び、２０ｍシャトルラン、ハンドボール投げにおいて全国平均を上回
る結果が出ている。一方、女子は何れの項目においても全国平均、或いは大阪市平均に届かない
という結果となった。
　今回、女子の調査人数が２０名というかなり少ない数で、統計的に見るには少し無理があるかもし
れない。

　昨年度の調査では、女子が多くの項目で全国平均を上回る結果であったが、今年度は逆に男子
の結果が良かった。本校としては、男子、女子何れも体力向上に向けて取り組んではいるが、少人
数であるが故に、少しの得意、不得意の結果で大きな違いが出てくると思われる。
　それ故、結果に振り回されることなく、走、跳、投の各基本技量について、丁寧に取り組み、体力
の向上を図っている。この姿勢は今後とも守りながら毎年の調査結果にも反映できるようにしていき
たい。

これまでの取組の成果と今後取り組むべき課題

結果の概要

平成２８年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」検証シート

平均値



成果と課題

今後の取組

　運動やスポーツをすることに対して、肯定的回答が国、市より少し低い。そのまま、体力に対する自信も少し低め
である。しかし、運動、スポーツが大切であるという思いは国、市と比べても少し上回る強さがある。その結果とし
て、卒業後も自主的に取り組みたいとの気持ちは､国、市を上回る。

　運動が大切であるという思いはしっかり持てているが、体力に自信がないと言うことであるから、体力の増進を目
的とした取り組みを体育の授業を中心に実施し、学校行事としても検討していきたい。

自分の体力に自信がありま
すか

3

あなたにとって運動(体を
動かす遊びを含む)やス
ポーツは大切ですか

4

中学校を卒業した後、自主
的に運動やスポーツをする
時間を持ちたいと思います
か

質問
番号

質問事項

 運動（体を動かす遊びを
含む）やスポーツをすること
は好きですか

1

2

運動やスポーツについて（男子）

62.9%

59.5%

63.6%

17.1%

26.4%

25.4%

8.6%

8.9%

7.3%

11.4%

5.2%

3.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

好き

やや好き

ややきらい

きらい

8.6%

10.5%

12.7%

31.4%

32.5%

35.6%

34.3%

37.8%

35.5%

25.7%

19.2%

16.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

自信がある

やや自信がある

あまり自信がない

自信がない

65.7%

59.2%

64.5%

25.7%

28.6%

26.4%

8.6%

8.8%

6.8%

0.0%

3.4%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

大切

やや大切

あまり大切ではない

大切ではない

65.7%

57.6%

65.4%

11.4%

11.1%

8.5%

22.9%

31.3%

26.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

思う

思わない

分からない



成果と課題

今後の取組

　運動やスポーツをすることに対して、肯定的な回答は国、市より高いが、体力には全く自信がないようだ。そのこ
ともあり、運動やスポーツが大切であるという認識はしっかり持てている。
　自主的に運動しなければならないという意識も一定持てているようである。

　運動、スポーツは好きで、する必要もあると言うことも分かっているので、あとはいかにうまく導きながら体力をつ
けていくかを体育科を中心に検討し、実践を重ねていくことで、取り組みの積み重ねの結果として体力を向上させ
られればと考える。

質問
番号

1

  運動（体を動かす遊びを
含む）やスポーツをすること
は好きですか

質問事項

2

自分の体力に自信がありま
すか

4

中学校を卒業した後、授業
以外でも自主的に運動や
スポーツをする時間を持ち
たいと思いますか。

3

あなたにとって運動(体を動
かす遊びを含む)やスポー
ツは大切ですか

運動やスポーツについて（女子）

42.1%

44.0%

46.9%

42.1%

29.9%

31.5%

10.5%

15.9%

14.3%

5.3%

10.2%

7.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

好き

やや好き

ややきらい

きらい

5.3%

4.2%

5.7%

15.8%

24.1%

27.7%

57.9%

41.6%

41.5%

21.1%

30.1%

25.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

自信がある

やや自信がある

あまり自信がない

自信がない

52.6%

44.4%

51.8%

10.5%

15.3%

11.1%

36.8%

40.3%

37.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

思う

思わない

分からない

42.1%

45.0%

50.2%

47.4%

34.7%

34.6%

10.5%

15.3%

12.1%

0.0%

5.1%

3.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

大切

やや大切

あまり大切ではない

大切ではない



成果と課題

今後の取組

　本校の子どもたちの基本的な課題として、朝食の問題がある。基本的生活習慣に関わる問題なので、生
活全般の見直しが必要である。質問14にあるように、食事を取ることの大切さについては肯定的回答が１
００％で、食事をしっかり取ることの大切さについてはしっかり認識できていると思われる。

　健康であることの大切さをしっかりと認識させることを手始めに、そのためには基本的生活習慣を自分
でコントロールすることを学ばせる。学校外での生活に関わる部分も大きいので、保護者との連携も進め
ていく必要がある。

質問
番号

質問事項

6

　朝食は毎日食べますか(学
校が休みの日も含める)

12

　家の人から運動やスポーツ
を積極的に行うことを勧められ
ることがありますか

14

あなたが健康でいるために
食事をしっかり取ることはど
のくらい大切だと考えてい
ますか。

15

あなたが健康でいるために
よくねることはどのくらい大
切だと考えていますか。

88.2%

89.1%

90.5%

11.8%

9.4%

8.4%

0.0%

1.1%

0.8%

0.0%

0.4%

0.3%

80% 100%

学校

大阪市

全国

大切

やや大切

あまり大切ではない

大切ではない

76.5%

81.1%

83.4%

17.6%

15.2%

13.7%

5.9%

2.8%

2.2%

0.0%

1.0%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

大切

やや大切

あまり大切ではない

大切ではない

65.7%

75.0%

82.7%

20.0%

17.4%

12.5%

5.7%

5.2%

3.3%

8.6%

2.4%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

毎日食べる

食べない日もある

食べない日が多い

食べない

17.6%

25.6%

27.3%

38.2%

32.5%

33.6%

35.3%

28.4%

26.7%

8.8%

13.6%

12.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

よくある

ときどきある

あまりない

全くない

ふだんの生活について（男子）



成果と課題

今後の取組

　本校の子どもたちの基本的な課題として、朝食の問題がある。基本的生活習慣に関わる問題なので、生
活全般の見直しが必要である。質問14にあるように、食事を取ることの大切さについては肯定的回答が１
００％で、食事をしっかり取ることの大切さについてはしっかり認識できていると思われる。

　健康であることの大切さをしっかりと認識させることを手始めに、そのためには基本的生活習慣を自分
でコントロールすることを学ばせる。学校外での生活に関わる部分も大きいので、保護者との連携も進め
ていく必要がある。

14

あなたが健康でいるために
食事をしっかり取ることはど
のくらい大切だと考えてい
ますか。

15

あなたが健康でいるために
よくねることはどのくらい大
切だと考えていますか。

質問
番号 質問事項

6

　朝食は毎日食べますか
(学校が休みの日も含める)

12

　家の人から運動やスポーツ
を積極的に行うことを勧められ
ることがありますか

89.5%

84.2%

86.3%

10.5%

13.6%

12.1%

0.0%

1.8%

1.3%

0.0%

0.4%

0.3%

60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

大切

やや大切

あまり大切ではない

大切ではない

42.1%

72.0%

80.1%

36.8%

20.3%

15.7%

21.1%

5.8%

3.1%

0.0%

1.9%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

毎日食べる

食べない日もある

食べない日が多い

食べない

17.6%

18.6%

19.4%

38.2%

33.2%

34.5%

35.3%

33.2%

33.1%

8.8%

15.0%

12.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

よくある

ときどきある

あまりない

全くない

ふだんの生活について（女子）

78.9%

85.9%

88.0%

21.1%

12.3%

10.8%

0.0%

1.4%

1.0%

0.0%

0.4%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

大切

やや大切

あまり大切ではない

大切ではない



成果と課題

今後の取組

23

今、保健体育の授業で学
習している内容は、あなた
の将来に役に立つと思いま
すか。

　保健体育の授業が楽しいとの回答が８割で、少なくはないが、国、市の平均と比べたら低い。授業中
の取り組みでは、先生に聞いたり、自分で工夫してクリアできているものの、授業以外でもやってみよ
うとの思いは少ない。そういうことができる場所が少ないという問題もあるだろう。しかし、将来に役
立つだろうとは思っている。その思いを活かせる場所や機会の提供が必要だ。

　より楽しい授業の工夫をすると共に、健康面も含めて将来役に立つのだとしっかり分かる、納得でき
る内容を伝えていくことが必要であろう。地域内に体を存分に動かせる場所の確保について、関係方面
に働きかける必要がある。

質問
番号

質問事項

16

　保健体育の授業は楽しい
ですか

22

保健体育の授業で学んだ
ことを、授業以外の時にも
行ってみようと思いますか。

21

　これまでの体育の授業で
「できなかったことができる
ようになった」きっかけ、理
由はどのようなものがありま
したか

11.8%

23.0%

31.4%

47.1%

38.9%

40.6%

32.4%

24.7%

19.8%

8.8%

13.4%

8.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

そう思う

ややそう思う

あまり思わない

思わない

22.9%

40.8%

50.2%

57.1%

42.0%

38.1%

17.1%

11.9%

8.5%

2.9%

5.2%

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

楽しい

やや楽しい

あまり楽しくない

楽しくない

保健体育の授業について（男子）

35.3%

36.5%

41.0%

44.1%

39.5%

39.2%

17.6%

17.0%

14.7%

2.9%

6.9%

5.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

51.4%
48.6%

8.6%

37.1%

2.9%
5.7%

11.4%

0.0%
2.9%

38.5%
30.5%

3.3%

34.4% 33.6%

2.1% 2.8%
9.2% 3.2%

13.2%

42.3%

40.1%

4.5%

38.5%
43.3%

3.1%
3.2%

11.9%

4.5%
7.5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

学校 大阪市 全国

1 授業中先生に個別にコツやポイントを教えてもらった 2 授業中自分で工夫した
3 自分に合った場やルールが用意された 4 先生や友達のまねをしてみた
5 友達に教えてもらった 6 授業中に自分の動きをビデオで見た
7 授業外で先生に教えてもらった 8 授業外で自分で練習した
9 授業外で自分で本やビデオを見た 10 できるようになったことがない



成果と課題

今後の取組

　保健体育の授業については、楽しいという実感が持てているようだ。授業中でも、先生に聞いたり、
友だちに聞いたり、マネしたりして積極的に取り組んでいるようすが、質問21から窺える。だが、学ん
だことを授業以外でもやってみようとはあまり思っていないようす。だが、将来役に立つという認識は
持てている。

　授業には積極的に取り組めているようだし、学んだことが将来役に立つと言うことも分かっている。
せっかく学んだことを授業以外の時にもやってみたいと思う授業展開が必要であろう。それができるよ
うになれば、上達も早くなるし、体力向上も望めるのではないかと考える。

21

　これまでの体育の授業で
「できなかったことができる
ようになった」きっかけ、理
由はどのようなものがありま
したか

質問
番号

質問事項

16

　保健体育の授業は楽しい
ですか

22

保健体育の授業で学んだ
ことを、授業以外の時にも
行ってみようと思う。

23

今、体育の授業で学習して
いる内容は、あなたの将来
に役に立つと思いますか。

26.3%

24.7%

28.3%

52.6%

42.0%

44.2%

10.5%

24.1%

21.6%

10.5%

9.3%

5.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わな

い

そう思わない

47.4%

32.5%

38.8%

42.1%

43.0%

44.2%

0.0%

17.6%

13.2%

10.5%

6.8%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

楽しい

やや楽しい

あまり楽しくない

楽しくない

保健体育の授業について（女子）

5.3%

17.5%

23.2%

42.1%

39.3%

44.8%

42.1%

29.7%

24.3%

10.5%

13.6%

7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わな

い

そう思わない

42.1%

31.6%

5.3%

36.8%

47.4%

26.3%

5.3% 5.3% 5.3%
10.5%

44.4%

25.5%

4.1%

41.2%

53.7%

3.6% 3.8%
13.4%

3.5%
9.7%

45.8%

33.5%

4.7%

46.4%
63.6%

3.9% 3.4% 15.0% 3.5% 5.1%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

学校 大阪市 全国

1 授業中先生に個別にコツやポイントを教えてもらった 2 授業中自分で工夫した
3 自分に合った場やルールが用意された 4 先生や友達のまねをしてみた
5 友達に教えてもらった 6 授業中に自分の動きをビデオで見た
7 授業外で先生に教えてもらった 8 授業外で自分で練習した
9 授業外で自分で本やビデオを見た 10 できるようになったことがない



成果と課題

今後の取組

　オリンピック、パラリンピックについて、興味のあるスポーツでは試合を見てみたいという回答が多い
が、分からないという回答はそれに次いでいる。オリンピック、パラリンピックに関する様々な知識が十
分ではないと推察される。
　質問32の「自分には良いところがあると思う」では、大阪市のみならず、全国平均をも少し上回る肯定
的回答を出している。自己肯定感については、持てていると判断して良いのではないか。

　２０２０年の東京オリンピックに向けて、オリンピック、パラリンピックについての学習を進める必要
がある。単に競技種目だけでなくオリンピックの歴史や現代における意義などについても学ばせたい。
　自己肯定感、達成感など、自信に繋がる力を育てていきたい。そのためにはいろいろな実践を通して体
験的に身につけていくことが重要であると考える。体験的行事を精査していく必要がある。

自分には、よいところがある
と思う

質問
番号

質問事項

32

29

　オリンピック・パラリンピッ
クへの気持ち

32.4%

28.2%

32.1%

41.2%

36.8%

39.0%

17.6%

22.0%

19.3%

8.8%

13.0%

9.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校

大阪市

全国

当てはまる

どちらかといえば当て

はまる

どちらかといえば当て

はまらない

当てはまらない

その他（男子）

23.5%

14.7%

5.9%

17.6%

47.1%

2.9%

29.4%

24.9%

11.6%
8.0%

16.1%

44.3%

5.3%

32.8%32.4%

13.3% 10.1%
15.7%

50.7%

8.4%

25.1%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

1 2 3 4 5 6 7

学校 大阪市 全国

1 関心が高まる 2 自分も行って 3    内容・歴史を知りたい
4 自分も出場したい 5 試合を見に行きたい 6 ボランティアをしてみたい
7 わからない



成果と課題

今後の取組

質問
番号

質問事項

自分には、よいところがある
と思う

29

　オリンピック・パラリンピッ
クへの気持ち

32

　オリンピック、パラリンピックについては、「わからない」が最多の回答であった。興味のある競技の
試合を見たいというのがそれに次いでいるが、実際にはオリンピック、パラリンピックについて、詳しい
ことはほとんど知らないようである。
　質問32の自己肯定感については、「当てはまる」だけでも41.2%あり、全国、大阪市と比べても倍以上に
のぼる。肯定的回答で見ても７割近くあり、何かしら自信が持てているのだろうか。

　２０２０年の東京オリンピックに向けて、オリンピック、パラリンピックについての学習を進める必要
がある。単に競技種目だけでなくオリンピックの歴史や現代における意義などについても学ばせたい。
　自己肯定感、達成感など、自信に繋がる力を更に育てていきたい。そのためにはいろいろな実践を通し
て体験的に身につけていくことが重要であると考える。体験的行事を精査していく必要がある。
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1 関心が高まる 2 自分も行って 3    内容・歴史を知りたい
4 自分も出場したい 5 試合を見に行きたい 6 ボランティアをしてみたい
7 わからない
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